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［目的］本研究は胚 の着床 における黄体機能 の 意

義 を解明する ため
， 体外受精 σV 恥 お よ び凍結融

解胚移植周期の 血清p【ogester   e （P），　estradiol（E2）

濃度を検討 し た．

［方法］卵管性不妊 を適応 として IVF を行 い
， 余剰

の胚 を日本産科婦人科学会 の見解に従 い 凍結保存

し，自然排卵周期 に融解移植 し た6症例 を対象と し

た．IVF周期の 卵巣刺 激に はhMG −hCG を用 い た．

胚発育 と子宮内膜の 同期化の た め ， 融解移植周期

の LH 　surge 開始か ら胚の 融解 まで の時間をIVF周期

のhCG 一胚凍結時間に
一致させ た 。 血中E2，　 Pは

RIA 法 ，
　 LH は IRMA 法に よ り測定した．

［成績］IVF周期 にお い ては 10．0 ± 1．Olpatient

（mean ± SEM ）個の卵が採取 され
，
45 ± 0．4個 の

新鮮胚 を移植 した が 妊娠せ ず ， 融解胚移植周期 で

は1．7 ± 0．3個の胚 を移植し，2例 に妊娠が成立 し

た．黄体期の 血清ホ ル モ ン濃度は
，
IVF 周期 （衂

M ）で は P；952 ± 15．5　nglmL ，　 E2；1323 ± 257

p91mL，融解胚移植周期 （day＋7）で はp；13．9 ± 2．8

n9 〆mL ，
　 E2；133± 29　pg加 Lで あ っ た．妊娠例 の 黄

体期中期 の P，E2濃度は，第1例 が P；25．3　ngXmL ，

th；197　pglmLで あ っ たが流産 に終 り，第2例 はP ；

5．6ng加 L
，
　 E2；29　pg〆mL と低値で あっ た に もかか

わ らず生児が得られ た。

［結論］卵巣過剰刺激周期は着床 に とっ て 不適切

と思わ れ
，

また正常な発育能を有す る胚 が存在す

れ ば
，
P

，
　 E2が低値す な わ ち黄体機能不全で あっ て

も着床 が成立する可能性が示唆 され た．

〔目的 〕過排卵処 理 ラ ッ F に お ける妊孕性 低 下は

卵そ の もの の 異常で は な く卵輸送速度の 亢進 に よ

る こ とを前回発表 した 。 今回 ，その 卵輸送 速度 の

亢進 の 原因を検討 した 。 〔方法 〕成熟Sprague−

Dawley ラ ッ トに PMS ならび に hCG を投 与し過排

卵を誘発 し た 。 対照群に は 生理的食塩水を投与した。

両群を雄 ラ ッ ト と交配 させ，交配翌 日をD − 1 と し

た 。 D − 1 より連 日 ラ ッ V を屠殺 して 子宮 ，卵管 を

生理 的食塩水に て 洗浄 し，卵の 局在 を検 討 した 。

また 同時に 血 中エ ス ト ラ ジ オ ール （E2 ）とプ ロ ゲ ス

テ ロ ソ （P ）値 を測定 しE2 ／ P 比 を算出 し た。次に

過排卵 ラ ッ トに 1mg の PをD − 1よ り連日，
一

部 の ラ

ッ ト には更に ア ロ マ タ
ー

ゼ 合成阻害剤で ある 4 −

OH −Androstenedione （4− OH − A，50mg ／ kg ）を

同時に投与 して卵の 局在に 対する影響を検討 した 。

〔成績 〕過排卵群 で は D − 3に は すべ て の 卵が子宮 ，

卵管か ら消失 し て い た 。 血 中E2 値 は過排卵群 に お

い
’
  一1 よ りD − 3 まで 有意に 対照群よ り上昇して

い た 。こ の 上昇は D − 2
，
D − 3 で著 し か っ た。一方

P 値は こ の 期 間を通 じて 両群間で 差が なか っ た 。

従 っ て E2 ／ P 比は過排卵群にお い てD − 2，　D − 3 で

有意に上昇して い た 。 こ の 時 期 は 過排卵群 に お け る

卵輸送速度の 亢進が み られ た時期 と
一

致 した 。 P

投与に よ り輸送速度 の 亢進はあ る 程度改善 され た

が D − 4 には卵 を回収で きなか っ た 。 P に 加え4−OH
− A を投与すると卵輸送速度は 対照群とほ ぼ等 し く

な り
，
D− 4〜 8 の Estrogen　Benzoate （O．lpg ）投与

に よ り正常な着床を誘発できた 。 〔結論 〕過排卵 ラ

ッ トに お け る 卵輸 送速度の 亢進は 妊娠早期 に お け

るE2 ／P 比 の 上昇に よ る と考 え られ た。こ の 比 を

補 正する こ とに よ り妊孕 性 が 回 復し た 。従 っ て E2 ／

P比は 妊娠 成立 に 重要 な 意義を持 つ と思われ る 。
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